


一人で

悩まないで！

…

… 鋒

～子盲乙き考える～

進
む
核
家
族
化
、
稀
薄
な
近
隣
関
係
な
ど
人
と

関
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
育

児
に
つ
い
て
誰
に
も
相
談
で
き
ず
一
人
で
悩
み
、

不
安
や
孤
独
を
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
連
日

ぎ
ゃ
く
た
い

の
よ
う
に
子
ど
も
の
虐
待
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
は
決
し
て
遠
い
世
界
の
話
で
は
な
く
、

あ
な
た
の
身
近
に
も
起
こ
る
よ
う
な
問
題
で
す
。

今
月
号
で
は
子
育
て
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

親子いづしよだ蕊歌を歌い人形劇を楽這謹藷むた8

2月7日(水） 『すこやかランド』

ー

子
育
て
を
し
て
、
自
信
を
な
く
し
た

り
、
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
子
育
て
で
不
安
を
抱
え
る
こ
と

は
親
に
と
っ
て
は
大
変
な
ス
ト
レ
ス
で

す
。
子
ど
も
を
腹
立
た
し
く
思
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
の
い
く
つ
か
の
項
目
に
当
て
は
ま
る

と
き
は
、
親
し
い
友
人
や
相
談
機
関
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
に
手
を
あ
げ
る
。

○
兄
弟
を
差
別
す
る
唖
Ｆ
＆
＃

○
う
ま
く
い
か
な
い
原
因
を
子
ど
も
の

せ
い
に
す
る
。

○
小
さ
な
子
ど
も
を
家
や
車
の
中
に
放

置
す
る
こ
と
が
あ
る
。

○
子
ど
も
を
戸
外
に
長
時
間
締
め
出
す
。

○
子
育
て
が
辛
い
。
〆

○
子
ど
も
の
衣
服
を
着
替
え
さ
せ
な
い
。

《
子
育
て
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
ー

虐
待
と
い
う
の
は
、
親
ま
た
は
親
に

か
わ
る
養
育
者
や
ほ
か
の
大
人
に
よ

る
、
次
の
よ
う
な
行
為
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

身
体
的
虐
待

殴
る
、
蹴
る
、
タ
バ
コ
の
火
を
押
し
つ
け

た
り
戸
外
に
締
め
出
す
行
為
な
ど
。

養
育
画
怠
慢
・
拒
否
・
無
知
（
ネ
グ
レ
ク
む

病
気
な
の
に
医
師
に
見
せ
な
か
っ
た

り
、
家
に
閉
じ
込
め
た
り
、
登
校
さ

せ
な
い
行
為
な
ど
。

心
理
的
虐
待

ひ
ど
い
言
葉
で
子
ど
も
を
傷
つ
け
た

り
、
極
端
に
無
視
・
差
別
し
て
子
ど

も
の
心
に
不
安
や
お
び
え
な
ど
を
引

き
起
こ
す
行
為
な
ど
。

性
的
虐
待

性
的
な
い
た
ず
ら
を
し
た
り
、
性
的

関
係
を
強
要
す
る
行
為
な
ど
。

一
虐
待
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

○
子
ど
も
が
自
分
を
困
ら
せ
て
い
る
と

思
う
。

○
甘
え
て
く
る
子
ど
も
を
い
つ
も
無
視

し
た
り
拒
否
し
た
り
す
る
。

○
子
ど
も
を
家
に
閉
じ
込
め
、
保
育
所

園
や
学
校
に
行
か
せ
な
い
。

○
子
ど
も
が
か
わ
い
い
と
思
え
な
い
。

○
子
ど
も
に
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
な
い
。

ー

ー

【
県
内
で
の
虐
待
の
状
況

虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
件
数
は
、
全

国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
右
の
図
の

よ
う
に
茨
城
県
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
虐
待
そ
の
も
の
の
増
加
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
が
虐
待
に
つ
い

て
問
題
意
識
を
持
っ
た
こ
と
も
、
相
談

件
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
主
に
虐
待
を
す
る
人
に
は
、

左
の
表
が
示
す
よ
う
に
実
母
が
多
い
結

果
が
で
て
い
ま
す
。
母
親
に
ま
か
せ
き

り
の
子
育
て
や
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間

が
長
い
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

主に虐待をする人 茨城県の虐待相談件数
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毒……霞一亀

一
》胃

》
霧卜ど韓

虐待の現状を学ぶ

同人会子どもセンターを会場に

青少年相談員や民生・児童委員な

ど約80人が参加し、茨城県福祉相

談センター日立児童分室長の野上

清治さんから虐待について講和を

聞きました。

2月23日（金） －青少年健全育成関係団体合同研修会

》
厚
｛
、

． :到
串 ､蕊ざ鞍､串､

社会福祉法人同仁会子どもセンター

センター長大橋正男さん（写真右）

児童指導員芳賀英友さん（写真左）

虐待は子どもが一番身近に感じ、必

要としている人からの攻撃です。子ど

もは虐待がいけないことだと分かって

いるため､虐待する親をかばい､じっと

耐えてしまいます。虐待を予防するに

は、子育てをサポートすることが大切

です。私たちは、子どもと二人きりで

家庭に閉じこもりがちなお母さんを少

しでも解放し、いきいきと子育てして

もらうために、KiFT(キフト） という

子育て支援のためのサークルを作って

います。 どなたも無料で参加できます

ので、お問い合わせください。

虐待は、早期に発見しなくてはなり

ません。そのためには、地域が連携し

ネットワークを作ることが必要です。

子育てや虐待について悩みがあるとき

は、ご相談ください。 また、虐待され

ている子どものみなさん、怖がらずに

電話してください。

子育て相談B22-0318

子ども専用電話（24時間）

50120-0293-22

ー

冒
待
を
防
ぐ
法
律

虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
は
年
々
増

加
し
、
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
と

被
害
を
受
け
た
児
童
の
適
切
な
保
護
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
全
十
六
条
か
ら
成
る
「
児
童
虐

待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
定
め

ら
れ
、
昨
年
一
一
月
二
○
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
「
何

人
も
児
童
に
対
し
、
虐
待
を
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
虐
待
の
行
為
が
明
確
に
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
虐
待
を
見
つ

け
た
り
気
づ
い
た
人
は
、
速
や
か
に
連

絡
す
る
義
務
も
生
れ
ま
し
た
。

（
児
童
虐
待
に
係
る
通
告
）
第
６
条

児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
を
発
見
し

た
者
は
、
速
や
か
に
通
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

L』

一
虐
待
は
家
庭
と
い
う
密
室
で
お
こ
り

ま
す
。
学
校
や
保
育
所
圃
の
ほ
か
、
民

生
・
児
童
委
員
、
友
人
、
隣
人
な
ど
地

域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
煩
わ
し
い
と
感
じ
ら

れ
る
近
隣
関
係
で
も
お
互
い
理
解
し
あ

え
ば
協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
子
育
て
中
の
み
な
さ
ん
、
一
人

で
悩
ま
ず
に
家
族
や
親
し
い
友
人
な
ど

ま
わ
り
の
人
と
子
育
て
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
み
な
さ
ん
、

育
児
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
話
し

を
聞
い
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

万
が
一
身
近
で
虐
待
が
疑
わ
れ
る
と
き

は
、
勇
気
を
だ
し
て
福
祉
事
務
所
や
児

童
相
談
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
の
連
絡
が
子
ど
も
の
命
を
虐
待
か

ら
救
い
ま
す
。

み
ん
な
で
子
育
て
し
よ
う

）
一
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亜
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
”

》
希
望
す
る
人
は
健
康
づ
く
り
課
ま
》

》
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

、
『
パ
パ
動
、
マ
マ
レ
ッ
ス
ン
鴬

初
め
て
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
に
な

る
人
を
対
象
に
、
楽
し
く
育
児
が
で
き

る
よ
う
、
育
児
の
心
構
え
を
勉
強
し
、
お

風
呂
の
入
れ
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

『
赤
ち
ゃ
ん
教
室
』

乳
幼
児
と
保
護
者
の
み
な
さ
ん
を
対

象
に
、
助
産
婦
さ
ん
の
指
導
で
育
児
に

つ
い
て
学
習
し
た
り
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ

に
遊
び
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
み
な

さ
ん
の
交
流
も
図
り
ま
す
。

弩
す
こ
や
か
ラ
ン
ド
』

幼
稚
園
や
保
育
所
園
に
通
っ
て
い
な

い
子
ど
も
と
保
護
者
の
み
な
さ
ん
を
対

象
に
、
遊
び
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
ま

す
。 福

祉
事
務
所
召
２
３
１
７
０
３
０

健
康
づ
く
り
課
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

Ｂ
２
４
１
２
１
２
１

茨
城
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
日
立
児
童
分
室

Ｂ
Ｏ
２
９
４
１
２
２
１
０
２
９
４

…
§
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情
報
公
開
制
度
の

流
れ 開

か
れ
た
市
政
を

め
ざ
し
て

情
報
公
開
制
度
が

四
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す

‘蝋瀧識‘
二

雪
室 ÷

繍蕊’
F亭 芦壹 ：

"嚥霧識

､ ノ

情報公開窓口

（庶務課）

請求者

市では、より開かれた市政を推進し、市政に

対する市民のみなさんの信頼を深め、市民参加

の市政を促進するため、高萩市情報公開条例を

施行します。

ー この制度は、市民のみなさんが市の保有する

情報の公開を請求することを権利として保障

し、市に、情報の公開を義務づけるものです。
庶務課恋23－2119

霧①
平
成
一
三
年
四
月
一
日
以
後
に
市
の
職
員
が

職
務
上
作
成
し
、
取
得
し
た
情
報
。

②
市
の
職
員
が
組
織
的
に
用
い
る
情
報
。

③
市
が
保
有
し
て
い
る
情
報
。

＊
平
成
一
三
年
三
月
三
一
日
以
前
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
整
理
の
完
了
し
た
も
の
か
ら
順
次

公
開
し
て
い
き
ま
す
。

一
》

一
公
捌
の
雛
熱
没
恋
葱
精
報
溌
一

対
象
と
な
る

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
。

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
が
あ
る
個

人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
。

③
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
人
。

④
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
。

⑤
市
が
行
う
事
務
事
業
に
利
害
関
係
が
あ
る
人
。

＊
①
か
ら
⑤
以
外
の
人
か
ら
公
開
の
請
求
が

あ
っ
た
場
合
も
、
で
き
る
だ
け
公
開
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

》
公
開
を
請
求
感
き
る
火
（
団
体
獺

《

I

情
報
の
公
開
を
請
求
す
る
に
は
、
所
定
の
『
情

報
公
開
請
求
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

情
報
公
開
窓
口
（
庶
務
課
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 る

お
そ
れ
が
あ
る
情
報
。

④
公
共
安
全
情
報

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
公
開

し
な
い
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
情
報
。

⑤
審
議
・
検
討
等
情
報

審
議
や
検
討
、
協
議
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ

て
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
率
直
な
意
見
の

交
換
や
意
思
決
定
の
中
立
性
が
不
当
に
損
な

わ
れ
た
り
、
不
当
に
市
民
の
間
に
混
乱
を
生

じ
さ
せ
た
り
、
特
定
の
も
の
に
不
当
に
利
益

も
し
く
は
不
利
益
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る

情
報
。

⑥
事
務
事
業
執
行
情
報

市
が
行
う
事
務
ま
た
は
事
業
の
適
正
な
遂
行

に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
情
報

①
法
令
秘
情
報

法
令
等
の
規
定
に
よ
り
公
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
情
報
。

②
個
人
情
報

特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、
又
は
識
別
さ
れ

得
る
情
報
．

③
法
人
等
情
報

『
当
上

ご
・

叩
Ⅱ
詞
参

Ｆ

ｆ

凸

・
閤
肉
畦
口

】

印

刷
Ⅱ
』
害

岾
詐
・

出
埴

畠

』
伽
山
地

“
刷
畢
・

川
砧
岬

岬
ｔ
山

，
尋
部
Ⅱ

壷
Ｔ
常

丘
凹
生
邨

叩

山

二

■

一
公
開
の
請
誰
方
蕊
議
蕊
鑿

工い

偽
嵜
迄
干
与

モ
ロ
含
帖
二

坪
手
ｑ
当
当

与
垂
臼
寄
二

■
ニ
ニ
舎
些
学
．
巳
喘
Ⅱ
坤
鼻
塑
踊
学
“
寺
當
“

客
画

二

Ｅ
二

公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
法
人
の
権
利
、

競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す

公
開
ず
る
こ
ど
が
で
ぎ
な
い

（
非
公
開
）
情
報
由

閉I
■■■
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|所管課’閲
臣告

_里

鶴
決定通知書

の送付

軍“愛付

富
請求書の送付I

費用の納入

実施機関

(所管課）

請求者情報公開窓口

（庶務課）

公
開
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公
開
請
求

が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
五
日
以

内
（
三
○
日
を
限
度
と
し
て
延
長
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）
に
公
開
又
は
非
公
開
の
決
定
を
し
、

書
面
に
よ
り
請
求
者
に
通
知
し
ま
す
。

な
お
、
著
し
く
大
量
の
公
開
請
求
が
あ
っ
た

場
合
は
、
さ
ら
に
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
や
住
民
票
の
写
し
の
交

付
な
ど
、
他
の
法
令
に
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
で
対

応
し
ま
す
。

“ 、：

蕊 公
開
誠
非
公
開
の
決
定

ほ
が
の
制
度
と
め
調
整

“
、

Q&A
熟

蹄

感

《

村山京子さん（下手綱）

ー

Qどのような情報について公開の請求がで

きますか。

A市が行っている仕事に関するすべての情

報について、公開の請求ができます。プ

ライバシー保護などのため、公開できな

い情報もあります。

Q情報公開を請求する人に、年齢制限はあ

りますか。

Aありません。高萩市に住所がある人など

が請求できます。

Q請求した後､すぐに公開してもらえますか。

Aすぐにはできません。 まず、公開できる

情報か検討し、その結果を通知します。

Q非公開という結果になり、納得できない

場合はどうしたらいいですか。

A不服申立ての手続きをとってもらいます。

公開か非公開なのか再び検討し、再度そ

の結果を請求者に通知します。

Q閲覧に費用はかかりますか。

Aかかりません。公開した情報の写しをと

ると、費用がかかります。

情
報
の
公
開
に
係
る
手
数
料
は
、
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
情
報
の
写
し
の
交
付
を
希
望
す
る
場

合
は
、
そ
の
写
し
の
作
成
に
要
す
る
費
用
を
、

ま
た
、
郵
送
で
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

写
し
の
作
成
お
よ
び
送
付
に
要
す
る
費
用
を
負

担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
が
行
う
公
開
、
非
公
開
の
決
定
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
き
不

服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
服
申

立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
市
の
決
定
が
適
正

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
『
高
萩
市
情

報
公
開
審
査
会
』
に
諮
問
し
、
審
査
会
か
ら
の

答
申
を
尊
重
し
て
、
再
度
公
開
す
る
か
ど
う
か

の
決
定
を
行
い
ま
す
。

費
用
の
負
担

決
定
に
不
服
が
あ
る
と
ぎ

ー

震
－

不
服
申
立
て
の
流
れ

不服申し立てを公平な立場から客観的に審査するため、第三者

による救済機関として、審査会が設置されます。

審査会は、識見を有する委員5人で組織され、実施機関から諮

問された不服申し立てについての審査を行い、答申します。

情報公開審査会
〆

； サ
垂
自
由
‐

諮
問

’

の送付

総
不服申し立て不服申立書

の送付

請求者 実施機関

(所管課）

情報公開窓口

（庶務課）

請求者

5



早月7日から／霜グヴプクル誌/刀蛎万一
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職蕊琴電ﾘｻｲｸﾙ法の流唖職鱗
蕊

家電メーカー
引き取った家電

製品をリサイク

ルする。

号

消費者 家電小売店吟
喉噺驚EP鵜蓄諦

■ ■ "fi赴孟
収集運搬費用

運搬する

家電メーカーに

は
じ
患

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
は
家
電
小
売
店
へ
。

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ⅱ
１
０
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
０
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
１
１
８
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
８
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
１
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
８
０
１
１
Ⅱ

鑑藤謹

四
月
一
日
か
ら
『
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
』
が
施
行
さ
れ
ま

す
。
廃
棄
さ
れ
る
家
電
製
品
の
引
き
取
り
と
運
搬
は
家
電
小
売
店
に
、
再
商
品
化
は
家
電
メ
ー
カ
ー

等
に
義
務
付
け
ら
れ
、
そ
の
費
用
は
消
費
者
が
負
担
す
る
と
い
う
役
割
分
担
が
始
ま
り
ま
す
。

…

⑨
蕊
態
攪
蕊
鯉

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

⑧
蕊
鯉
鑛
蝿
櫛
蝋

在
は
大
部
分
が
埋
め
立
て
処
分
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
家
電
製
品

に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
資
源
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
体
制

の
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
受
け
て
、

使
わ
な
く
な
っ
た
家
電
製
品
を
消
費
者
・
家

電
小
売
店
・
家
電
メ
ー
カ
ー
の
三
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
環
境
に
優
し

い
循
環
型
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
め

ざ
し
て
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

◎
硝
震
灌
鑑
薦
祷
恥

囹
槽
捕
懸
禦
離
製
編

ま
す
。
ま
た
、
家
電
小
売
店
は
廃
棄
さ
れ
た

家
電
製
品
を
引
き
取
っ
て
家
電
メ
ー
カ
ー
に

）

家
電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
⑥

引
き
渡
し
、
受
け
取
っ
た
家
電
メ
ー
カ
ー
で

は
新
し
い
製
品
の
原
材
料
や
部
品
、
燃
料
な

ど
に
使
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

○
睡
額
窯
鶏
逼
”

囹
師
鵠
簾
繊
睡
菫

ン
の
四
品
目
で
す
。

◎
鰭
鮪
罎
霊
隣
瀧

ら
で
す
か
。

囹
糾
鯉
雛
蕊
弾
悪

標
準
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、

テ
レ
ビ
二
、
七
○
○
円

冷
蔵
庫
四
、
六
○
○
円

洗
濯
機
二
、
四
○
○
円

エ
ア
コ
ン
三
、
五
○
○
円
で
、

家
電
小
売
店
を
通
じ
て
家
電
メ
ー
カ
ー
等
に

支
払
わ
れ
ま
す
．

ま
た
、
収
集
・
運
搬
料
金
は
そ
れ
ぞ
れ
の

家
電
小
売
店
で
金
額
を
定
め
て
い
ま
す
の

一
）

で
、
店
頭
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
霊
霊
墳
澗
睡

い
の
で
す
か
。

回
暁
蕊
鰐
篭
繊
群
鯏

と
す
る
小
売
店
に
連
絡
す
れ
ば
引
き
取
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
消
費
者
は
先

に
示
し
た
料
金
を
支
払
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
蝶
轤
ど
の
よ
う
…
が
ぁ

回
懲
雛
謹
聴
窯
鰕

か
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
や
古
物
商
、
質

屋
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

◎
蕊
慨
埴
諺
霊

は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

囹
諦
蕊
澱
鴻
忌
獅
灘

で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
不
燃
性
粗
大
ご
み

と
し
て
ご
み
集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
不
燃
性
粗
大
ご
み
の
中
で

も
家
電
四
品
目
を
除
く
ス
チ
ー
ル
机
や
自
転

車
な
ど
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
収
集
し
、
北
部

衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
も
で
き
ま
す
。

高
萩
市
．
＋
王
町
事
務
組
合
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー

恋
一
一
三
’
六
八
八
六
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擬
民〈
〃'

鯖
"割『私

た
ち
が
日
々
の
市
民
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
道
路
、

下
水
道
、
学
校
、
公
園
な
ど
の
公
的
施
設
の
整
備
や
福
祉
、

教
育
、
ご
み
収
集
、
消
防
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
不
可

欠
で
す
。
市
役
所
で
は
そ
の
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
み
な
さ
ん

か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
で
す
。
も
し
、
税
金
を
納

め
な
い
人
が
増
え
れ
ば
、
社
会
の
土
台
そ
の
も
の
が
崩
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
長
引
く
不
況
の
中
で
税
金
の
滞
納
が
増
え
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。
平
成
二
年
度
ま
で
の
滞
納
税
額

は
市
税
が
三
億
一
千
万
円
、
国
民
健
康
保
険
税
が
三
億
九

百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
め
て
い
た
だ
け
な
い

場
合
に
は
督
促
状
を
発
送
し
、
税
金
に
は
延
滞
金
を
加
算

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
よ
う
な

場
合
に
は
、
財
産
の
差
押
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
法
的
措
置
を

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
納
税
者
と
の
公
平
を
は
か
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
措
置
で
す
。
ま
た
、
市
で
は
滞
納
者
へ
の
納
税
を
う
な

が
す
た
め
平
成
九
年
度
か
ら
収
入
役
を
本
部
長
と
す
る
特

別
滞
納
整
理
実
施
本
部
を
つ
く
り
、
管
理
職
を
中
心
と
し

た
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
内
の
全
市
町
村
が
参
加
し
て
四
月
に
発
足
す
る
茨
城

租
税
債
権
管
理
機
構
は
徴
収
専
門
の
組
織
で
、
財
産
調
査
、

差
押
、
公
売
と
い
う
強
制
的
な
措
置
に
よ
り
収
納
に
あ
た

る
も
の
で
す
。
市
で
は
こ
の
組
織
に
解
決
困
難
な
事
案
を

委
託
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
税
務
課
召
二
三
’
二
一
一
五

3月中に市役所一部の課の配置替えと ー

育委員会事務所の移転を教

：
械室 (催機

閉庁時の

行 ､ますo
１
１
１､ 霊厘

庫聿
白 書庫

譽備員室
参

｜
第
３
庁
舎
一

周
眉
目

売
店

物品宰

匠E．
収入役室徴収人伎

蕊
本‘庁舎

｜ 市役所位置図 l
F了了1のところは、 ｜
配置替えや移転の｜
ある場所です。 L

↑
旧市民相談室

｢写司囮 1IMF万引 ○I
＝ー一一ーー■■一一ーl_____________

別市民課

I

’圃’ 蕊議い場所）税務課

口保険年金課嘩第3庁舎1階

口農業委員会・農林課・商工観光課匡>第3庁舎1階

口建築課・土木課・都市計画課吟第3庁舎2階

「－しL呈

市民サービスコーナー
『一合一
、 玄関
、

~フ
ー／

ー

、

蕊跣暘所）
認

口教育委員会匡●保健センター1階(咽辮）

口市民相談室匡●本庁舎1階売店前(2月中に獅潮）

＊これらの課や委員会で

は、新しい場所での仕事

開始を3月12日(月)に予

定しています。

これらの配置替え等に

伴い、市民課では3月下

旬に待合室を広げて業務

を行う予定です。また、

国民健康保険証の交付や

児童(扶養)手当の手続き

も市民課で行います。

蕊溌llllllllll
保
険
年
金
課

農
業
委
員
会

農
林
課

商
工
観
光
課

製
図
室

教育委員会の電話番号が変わり

ます。

c生涯学習課 523-1132

o青少年センターゞB23-1132

Oスポーツ振興課:523-7036

o学校教育課 恋23-1135

o庶務課 召23-1131

今
金
一
球
壹
圭

L全」

7

鱗
繍ゾ
4斗:〃.､

錘

：

鱸

弟3斤害

製
図
室

《
云
睾
鐵
壹
土

壗
建
築
課

土
木
課

都
市
計
画
課

ｊ

Ｗ
。
Ｃ
幌

U



睡
刷
垂
黙
蝿
癖
市
報
に
つ
い
て
…

勘
癌
舜
測
撫
諏
輔
噸
雅
鰯
蝿

見
一
霊

う
一
つ
の
楽
し
み
は
特
集
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
登
場
し
、

意
見
が
紹
介
さ
れ
る
お
も
し
ろ
い
特
集
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
、

介
護
に
興
味
が
あ
る
の
で
、
介
護
特
集
も
ぜ
ひ
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
学
校
の
行
事
も
た
く
さ
ん
載
せ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
巾
報
で
使
わ
れ
る
表
の
文
字
が
小
さ
い
の
で
、

大
き
く
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

［
根
本
さ
た
こ
さ
ん
（
高
萩
）
］

▼
（
担
当
課
）
秘
書
課
広
報
広
聴
係
か
ら

表
内
の
文
字
や
数
字
も
で
き
る
だ
け
大
き
く
掲
載
す
る
よ
う

に
し
て
、
読
み
や
す
い
市
報
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
特
集
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
掲
載

し
な
が
ら
分
か
り
や
す
い
特
集
を
作
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り
あ
げ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

困
希
癖
睦
娠
ん
註
銅
癖
畔
病
帳
華
謡
寄
恥
砕
に
禧
却
窪
０

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

国
六
四
コ
四
巴
⑨
で
○
ヨ
里
ｌ
弓
凹
国
室
う
の
壱

鍵鍵驚灘鍵譲蕊蕊

難き蕊 灘鍵
鱗…言

『繩

；

蕊
篝！

◇

ｙ
型
Ⅱ
Ｉ
凪
ぐ
。
＃
咽瀞

零
鋤
蝉
識
》
癖

歎

雨

饗蜜
騨増

識弔

写一一Ｆ一

高萩ライオンズクラブと高萩

ロータリークラブから寄贈され

た山崎猛さんのブロンズ像「ふ
れあい」の除幕式が開かれ、関

係者など50人が参加しました。

母子が向き合うこの像は、セン

ターのシンボルとして来場のみ

なさんを見守っています。

総
合
福

ブ
ロ
ン

＝、
一一一一一一》》》塗 畢坐尋李

うに、教えることによって良いこともあり、また、がっかりするこ

ともありました。高校時代に外国語の勉強は避けていましたが、日

本で英語を教えて、日本語という外国語を勉強するきっかけができ

たことは大変良かったです。日本語の敬語や謙讓語、方三などに接

して、英語以上に微妙な使い方をすることを発見しました。また、

英語を母国語とする人でも出身国によって単語や表現、三葉の使い

方が違うことも学びました。英語を教えて一番楽しかったのは、英

会話を通じて生徒と出会えたことです。イギリスでは考えられない

授業中の私語や居眠り、教科＝

蕊
忘れや宿題忘れなどにはがっか

りしましたが…。日本と西欧で

は、どちらが良いとか悪いとか

ではなく、違いがあることが分

かり勉強になりました。

松岡中学校での昼休み

ー

；
ー

ー勺|みました
l

鍵 〃
認可

蕊§

團謝 鐸，蕊毒
:． 、

◆特 徴公的機関やそれに近い企業から来たかのように話をし

て、消火器や電話などを売りつけるのがこの商法の特徴です。ねらわ

れるのは、お年寄りや主婦園なお、 ・一般家庭には消防法による消火器

の取り付け義務はありません。

◆主な商品消火器、電話機、表札など。

◆対処法消防署や電話会社の職員のような服を着て、それらしい

専門用語を交えて話すので、 日ごろからの警戒が必要です。相手が説

明して、そのペースに巻き込まれないようにしましょう。その場で消

防署や電話会社に問い合わせてみるのもいいで

悪質商鑑iしよう｡契約してしまっても、8日以内ならクー

鴬

： 識

：

！商工観光課電23自7316リングオフをすることができます‘

； 8



騨鯉蕊灘馬具など貴重品が残る江尻氏
蓉悪客

読
一
書
一
タ
ー
イ
》
ム

f 『桃子』

鰐謡雀(旬翻祉’
､； ． ． 、

"II洋子さん(安置川）

の
弓
や
鉄
砲

江
尻
光
昭
ささ

み
つ
あ
き…難鱗嬢…

ん
の
家
に
は
、
江
戸
時
代

、
刀
、
馬
具
な
ど
の
貴
菫
品
が

た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今、大人の絵本に関心が高くなってきたとテ

レビの講演で聞いたことがありました。私も子

育てが壹段落したころから､■自分自身のために
, ' >

、､ ． ． ､､ :､ ､f 、 、 ミ ．

読む絵本にとても興味がありました。短い文章

の中に心が癒される言葉や絵が何とも豊かな気

持ちにさせてくれました｡最近､｢桃子｣という本

を手にしました。少女の憂いに満ちた顔とまな

ざしが表紙いつぱいに描かれて、そのうみろに
． 、 A

お寺の小僧さんらしき人力ぶ手をついてうつむい

ている…。何か引きつけられるものがありまし

た。事故で両親を亡くし、親戚の人に手を引か

れて大き:な寺に数か月預けられた間の修行僧と
． 、 ： ： 、 、

の心漠蕊を恋にまで撞涌でしまう過程が絵に
よってすばらしく表現されているのです。反対

を受けて心が病んだ僧と桃子も烏になって修行

僧の頭にすみついてしまうという内容ですが、

7才という年齢と重ねて私などには不気味な気

持ちにさせられました3rXほ大好きな人と守ると
いっしょにいたい｣と著者は訴えているのです。

江尻光昭さんと静子さん(本町）

錘

ま
た
、
陣
羽
織
や
日
下
部
伊
三
治
が
写

り
ゃ
う
き
犀

う
ば
ぢ
し

し
た
『
琉
球
談
」
、
石
滝
の
天
才
少
年
滝
次

る
い
ぶ
ん

郎
の
死
を
悼
む
諫
文
、
関
ヶ
原
の
合
戦
場

の
絵
図
、
弘
化
四
年
（
’
八
四
七
）
の
松

岡
御
家
中
役
格
順
席
表
、
松
岡
分
限
帳
、

の
ふ
た
か

さ
ら
に
、
中
山
信
敬
が
文
化
一
二
年
（
｜

表
さ
く
に

八
一
五
）
に
家
老
の
島
村
昌
邦
に
作
ら
せ

の
ぶ
ち
と

た
中
山
信
敬
と
若
殿
様
の
信
情
の
両
殿
様

ま
と
い

御
軍
役
御
円
居
御
旗
御
馬
印
丼
家
中
差
物

御
定
な
ど
の
極
彩
色
の
美
し
い
資
料
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
品
々

は
、
現
在
、
市
の
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託

さ
れ
、
展
示
会
な
ど
で
市
民
の
み
な
さ
ん

に
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
り
く
さ
か
く
い
さ
ん
に

蕊

蕊 ー

j臓騒鍼
陣羽織と関ヶ原の

高
萩
市
史
に
よ
れ
ば
、
文
化
元
年
二

八
○
四
）
の
水
戸
藩
領
分
限
者
番
付
に
は
、

手
綱
の
大
友
善
次
衛
門
、
鈴
木
友
次
郎
、

作
山
官
次
、
高
萩
村
の
金
沢
謙
次
郎
、
今

川
源
左
衛
門
、
赤
浜
村
の
長
久
保
源
太
夫
、

小
野
矢
指
村
の
長
久
保
藤
八
郎
な
ど
と
と

一
石
ろ
卜
し

も
に
高
萩
村
の
江
尻
吉
司
の
名
が
出
る
裕

福
者
で
し
た
。
初
め
は
、
下
級
武
士
に
採

用
さ
れ
、
そ
の
後
、
郷
士
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
一
四
年
（
’
八
一
七
）
～
弘
化
元
年

き
ち
し

（
’
八
四
四
）
の
古
文
書
に
新
組
吉
司
（
｜
｜
｜

さ
ん
の
じ
よ
う

郎
衛
門
）
か
ら
郷
士
本
席
の
三
之
丞
ま
で

へ
の
辞
令
文
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
政
二
年
（
’
八
一
九
）
に
、

軍
事
演
習
を
兼
ね
て
西
坂
東
塚
で
行
わ
れ

た
鹿
追
い
で
、
江
尻
吉
司
は
一
番
槍
を
ふ

る
っ
て
翌
年
、
ご
褒
美
と
し
て
白
絹
一
匹

を
賜
わ
り
ま
し
た
。

組
一
一
年
間
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

の

生
涯
学
習
課
が
担
当
し
ま
し
た
。
一

場戦合口

図書館B23-7174 X
…

割
謝
謝
訓

嵯
儲
噺
灌

著
著
著
著

一
幸
情
緒

有
敏
文

来
江
松
本

冑
堀
菫
山

』
Ｊ

Ｊ
Ｆ
ア

石
ン
リ

Ｊ
敷
ミ
ナ

水
の
夕
ラ

聖
熊
ビ
プ

ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

算
賞

迦
鍛

[、

4月14日(土）午後2時30分～

『空とぶマウス』

「幽霊屋敷」

ー

子供映画会
11 ,”巴I”、J Eし

ぐ『琉球談｣､天才少年

滝次郎の死を悼む
るいぶん

諌文､両殿様御軍役
まとい

御円居御旗御馬印井

家中差物御定

垂
】

●

3月17日(土）午後2時30分～

f&lが冴教室 『アンパンマン」
「バイキンマン』

ｒ
ｒ
鄙？

！ rD

一＝悪＝＝＝’

§ 全
面おlさ移し馬の鞍世

午機2時30分

●
●
●
●

熟悪1し謎¥熱JドⅡ 鯉蕊厩鯉撚蕊溌驫

美川憲一コンサート

魚とき 3月25日（日） ス陽券発売中
I ゞ‐ ゾ午後2時・午後6時開演（2回公演） ′

入場料6,00‘円(全席指定） "錨撚

／一一図書館カレンダー
日月火水木金土

1 2 3

3 4⑤6 7 8 9 10
月11⑫1314151617
18⑲⑳21222324

、 25⑳272829⑳31

●印は、休館日一一、
日月火水木金土

1②3 4 5 6 7
48⑨1011 121314
月15⑯1718192021
22⑳242526⑳28
⑳⑳

／*入場券のお求めは文化会館へどうぞ／

9

絵本

紙芝居

パﾈﾙｼｱﾀｰ

｢ああいそがしい』

『おやだれかしら」

|｢ねずみのよめいり」

I･かぼちゃにしたら』

｢おやゆびこぞう」

『ふるやのもり」

3月24日(土） 4月11日(水）



インフォメーション テクノロジー
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艫報迩i后技術IInformationTechnoIogy)講習会が船まります。 I鯛■おひら越繍
〆■ー…’ ’零=。 ,”

{蜻報
§ だれ訓

:信技術
6 を通し-

1等謝
i ■霊1
N ■対象弓

; ■受識
§ ■開催喋

り ※申’
、◆生涯白
、－“……

だれもがパｿｺﾝでｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使えるように､初心者向けの,|冑報通I
信技術(IT)講習会が全国で行われます。市では公民館等を会場に、年間 §

を通して約千人を対象にした|T講習会を開催する予定です。

詳しい日程や内容等については、 4月に発行する生涯学習|胄報誌やチラシ ＃

等でお知らせしますので、みなさんの参加をお待ちしています。

■講習内容バｿｺﾝの基本操作簡単な文書の作成ｲﾝﾀｰﾈｯﾄや電子；
メールの使い方などの基本的な技能を12時間程度の講習で学びます。

■対象者20歳以上の人。 i
■受講料無料（ただし、テキスト代のみ受講者負担の予定です)。 ：

＃
■開催期間 5月から平成14年2月まで。 i

※申し込みは、 4月以降になります。

◆生涯学習課召23-7036
〃

－“蕊……~…．.．…………－－＝蝉………＝再一癖…＝＝~……＝＝＝,.．，.．＝＝＝〆

国民健康保険の加入者は、

4月から新しい保険証になります

現在みなさんが使っている国民健康

保険証は、今年の3月31日(土)で有効

期限が切れます。

このため、 4月からの新しい国民健

康保険証を3月下旬にみなさんの自宅

に直接郵送します。

新しい保険証が届いたら、現在使っ

ている保険証（黄色または薄紫色）を

同封の返信用封筒に入れて、切手を貼

らずにそのまま返送してください。そ

の際老人の受給者証（白色のもの）

や診察券などをいっしょに入れないよ

うにご注意ください。

保険年金課容23-2117

狂炎満予防の集合注射を行います■可が壁活環境謀恋23-7031

犬の飼い主のみなさんは、法律により登録と狂犬病予防注射の接種が義務づ

けられています。すでに登録済みの飼い主のみなさんには、はがきを郵送しま

すので、当日お持ちください。また、会場では初めて登録する犬についての登

録手続きも行います。

■すでに登録済みの犬（はがきが届いた飼い主）の料金…3,500円

《内訳》注射料金2,950円注射済票交付手数料550円

■初めて登録する犬の料金･ ･6,500円

《内訳》登録手数料3,000円注射料金2,950円注射済票交付手数料550円

＊当日は、お釣りのないように料金を用意してください。

※下記の日程で都合が悪い場合は、最寄りの動物病院でも接種を受けることが

できます。

#溌溌溌議溌溌灘蕊識溌蕊議溌蕊蕊溌蕊溌
| 4E睡凋蕊麓蕊舞 …諏冒耀婁Jョ
駒木原集＄会所9：10～9：30 向洋台児童公園 9：10～9:30

和野駐在所脇9:40～10:00 1日秋山保育所9：40～10:00

｛山手集落センター 10:15～10:25 ”秋山中集落センタ三｡ 10:20～10:30

向洋台児童公園

|日秋山保育所保和野駐在所脇

山手集落センター
云自

所9：40～10:00

10:15～10:25 秋山中集落センター

ー

－』

音楽■開放施設会議室、視聴覚室、音楽

室、図書室(閲覧のみ)。

＊音楽室の部屋にある楽器等は使用

できません。

■対象者おおむね10人以上の団体。

＊図書室の利用は、個人でも可。

■申込利用日の10日前までに、所定

の申請言を東小学校へ提出。

＊図書室の申し込みは不要。

■開放している施設と時間

施設含開放日'夢利用時間蕊

図書室＃第2．4土曜日午前9時～正午

会議室． 月～金曜EI 午後6時～9時
視聴覚室‘土 ｜蝋 日午後3時～9時

音楽室日曜日と祝日午前9時~午後5時
＊この曜日や時間内でも学校が使用す

る場合は開放できません。

生涯学習課B23-7036

会議室・

視聴覚室‘

音楽室

秋山南集会所０
５
５
０
０

５
ゞ
１
３
，
０
３

０
１
１
２
２

１
１
１
１
１

一
一
一
一
一

０
０
５
５
０

４
０
２
４
１

０
１
１
１
２

１
１
１
，
１
１

前
前
園
所
所

自
社
公
会
役

》
峠
峠
窪
市

滝
劇
日
人
萩

石
安
春
行
高

11：25～11：35

11：45～12:00

10:40～10:50

11 ：05～11 ：20石滝上ノ台集会所

高浜住宅集会所

有明町集会所

肥前町児童公園

11 ：35～11 ：50

12:00～12:10

12:20～12:30

ｰ

4… 灘蕊4…

1鳴名多目的研修会館松岡地区公民館

下組生活改善センター

9：10～9:30

9：40～9：50

10:00～10:15

10:25～10:40

9：10～9：30

10:00～10:05

10:20～10:25

米
一
中

集
公川
会
民

所

館

平
一
戸棚伽卿。5通脳箇ﾖの

;・卒亀(目》罰と入馨《目》副

蕊蕊
! ［卒業(園)式］
;口幼稚園： 3月19日

;口小学校： 3月22日
;口中学校： 3月12日（月）

: ［入学(園)式］
;口幼稚園： 4月10日（火）

;口小中学校： 4月7日(土）

｛ ＊君田小学校は、4月6日(金）

北組:センタ：:＝

千代田バス停 烏曽根三代商店

大能川松商店前

上君田十文字付近

10:40～10:45

11 ：20～11 ：25関&:,口集会，所

小島団地集会所

10:50～11:00

11 ：15～11 ：30 ０
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島
細
錨
戸
萩

小
赤
赤
高
高

赤浜鈴木昭太郎氏宅前

高戸公民館前

下君田松本商店前

横川鈴木製材所脇

０
０

１
３

■
■
■
■

２
２

１
１

一
一

０
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０
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■
■
■
■

２
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１
１

ぷ
犬の所在地や飼い主の住所が変わったときや犬が死んだ

ときは、すぐに生活環境課まで届け出をしてください。函

1.自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう。

1.きまりを守り､明るいまちをつくりましょう。

1.礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう。

l.元気毒衝鳶職かなま唾をつくりましょう。 ？■ofF＝
I.思いやりのある､あたたかいまちをつくりましよfう。

2月1日現在 (-10）

（－3）

（－7）

<干捕

、
設
権
、
設
酔
ｎ
段

ｆ
鰭
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“
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》
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ｑ
〃
寸
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夕

４
７
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〉
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１
忠
１

岨
男
典
鍵

（ ）は前月比
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力1浬ﾊ町-”丘ﾙ｣の釧乾
中学生の海外派遣などで交流を深め

ている力メハメハ学園（ハワイ州）の

主催するサマースクールが同学園で開

かれます。これは日本やアメリカなど

環太平洋を構成する各国の高校生が一

堂に会して交流するものです。

■期日 7月18日(水)から8月3日

（金）までの17日間。

■対象者市内に在住・通学する高校

生で、英語の日常会話が堪能な人。

■費用往復航空券のみ実費で、滞在

費は無料。

■申込生涯学習課に備えてある申込

書により3月30B(金)までに申し込

み｡＊事前に書類審査等があります。

5月の連休には､毎年恒例の高萩国際

交流の集いが開かれます｡この事業は、

ホストファミリーと外国人留学生によ

る交流が大きな目的となっています。

この機会にみなさんの家庭にも留学

生を迎え、普段着の国際交流を楽しん

でみませんか。

■留学生を家庭に迎える日と食事

5月4日(金)の昼食から5日(土）

の昼食まで。

■募集家庭約40世帯。＊ホームステ

イは、無料でお願いします。

■申込4月13日(金)までに電話で申

し込み。

■耕作地安良川の八幡宮大鳥居前の畑

（高萩小学校西側)。

■面積 1家族約7坪。

■期間4月から翌年2月ごろまでで、

耕作料は無料。

■対象市内在住で農家でない家庭。

■募集家族50家庭。＊募集数を超え

た場合は抽選。

■申込3月19日(月)までに、はがき

に家族の代表者の氏名と住所､職業、

電話番号を記入して〒318-851 1高

萩市本町1-100-1教育委員会生涯

学習課へ｡＊電話でも受け付けます。

生涯学習課召23-7036 －
高萩市国際交流協会（生涯学習課内）
冠23-7320 ’

高萩市国際交流協会事務局

村田純一さん画23-5555

平成13年度

中央公民館と松岡地区公民館
の学級･講座生

両公民館では、年間を通して活動

する各種講座や学級の参加者を募集

します。申し込みは、 4月6日（金）

から4月16日(月)までを予定して

いますが、詳しくは4月に配布する

チラシをご覧ください。

◆中央公民館面23-1125

◆松岡地区公民館密24-0424＝。

r繍駕雛舞ﾑル高萩市高校生会の会員』
高校生会は、高校生が会員となっ

て、各種のボランティア活動を行う団

体です。子どもたちを対象としたレク

リエーション活動のリーダーとして、

少年探検講座やアドベンチャートラベ

ルなどで活動してみませんか。興味の

ある高校生の連絡をお待ちしています。

■対象市内に住む高校生。

生涯学習課画23-7036

■期間4月から9月までの6か月間。

■対象者仕事を持つ独身の男女。

■申込3月9日(金)から1か月分の

受講料を添えて勤労青少年ホームへ申

し込み｡＊定員になり次第締め切り。

■講座の内容

’
受講料(月謝）

1,500円

1,0001ﾆリ

講座名ざ:定員§曜日息受講料(月謝）
茶道教室20人火 1,500円

着付教室20人水 1,0001='1

パソコン教室10人水 3,000円

書道教室20人木 2,000円

料理數亨"慨襲 ヨ :洲O脚
生花教室20人金 3,300円

煎茶道教室20人土 1,500円

※時間はいずれも午後6時30分～8時30分《

勤労青少年ホーム恋23-7177

講座名

茶道教室

着付教室

パソコン教室

水一水

2,0()0円

3,300円料理教室

理菫クフブの入念者_f福祉事騨蔽23三坪0 ℃■f■』
児菫クラブは、保護者が昼間家庭にいない児菫を預かり、遊びをとおして社会

生活に必要な生活習慣などを学ぶところです。

現在、市内には4つの児菫クラブがあり、専任の指導員によりそれぞれ特色あ

る活動を行っています。各児菫クラブとも自由に見学できますので、希望者は直

接児童クラブへ連絡してください。

■対象者それぞれの学区の小学1年生から3年生までの児童で、昼間保護者の

いない家庭の児菫。ただし、定員に余裕がある場合は、他の学区の児童でも入

会できます。

■募集期間4月2日(月)からの入会を希望する場合は、 3月23日(金)までに、

申請書と添付書類を提出してください。募集は随時行いますので4月2日以降

も受け付けます。

■申込各児菫クラブまたは福祉事務所へ。

■児童クラブの所在地等

・

－

点字講座の受講生

■日時4月から9月までの第2･第4

水曜日の午後1時30分から3時まで。

■場所総合福祉センター。

■対象者ボランティアに興味のある人。

■内容点字を学び、 目の不自由な人

のために市報やカレンダー、カラオ

ケの歌詞などを点訳します。

■募集人員20人。

■参加費2,000円。

■申込3月30B(金)までに電話で。

社会福祉協議会恋23-8341

こ む

朋友学童クラブ 松ヶ丘学童クラブ；
. . ノi

松岡小学校区

あおぞら学童クラブ｜ ゆうゆうクラブクラブ名

区|高萩.秋, [,小学校区｜ 東小学校区 ｜ 高萩小学校区子

安良川1232-4

(旧あおぞら保育園）

23－5()88

30人

有明町1 144

（東幼稚園南側）

23-7643

安良川271

(聖徳保育園併設）

下手綱825-1

(松ヶ丘保育園併設）
所在地

話
員

電
定

、

23-5266

30人

23-4687

2()人40人

懲繊fff蕊穆感-吉
向 萩

，市役所秘書課画23-7320

テレフォンサービス ’

恋23－1151， 1152

Fax24-4653 *
火災・災害情報案内

B24-0019
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結"栗
！（敬称¥略）

■第26回新春高萩市民マラソン大会

□とき 1月28日(日） 口参加者260人
一

－ 位－－≦ミミニーー‐一一二二lh: 1g
: 10km) 板垣仁士

:10Im)gi"国井安男
' 畢晶品

渡部勝巳

: 5km） :_山口泰広

‘ 勝

(NK紙工）

準

菅野史朗

星名泰則

優勝

(日本加工製紙）

(高萩消防署）

…､#'' ､ ､ ､,第 3

一般男女A(35歳以下 田原将（日本加工製紙）

一般男女B (36歳以上:101nl

オーブン男女(10km)

山崎慎哉（富士ｹ丘小学校(高萩消防署）

(㈱日立製作所

(ニダツク）

大森好記(日立製作所大みt

松本和良塙萩消防署）

大内一輝(＃旧立製作所）

ご＝ §生ｲﾆ
ﾉ屯 ／ロ｜己

一般男子C (40歳以上: 5kw 小野寺孝幸(臘丸ﾄ）
ゴ岳

一般男子， 虻川正次（日本加工製紙）

高原将平(秋山中学校) §

(50歳以上： 5帥）
1, ′感．､ 癖. ､蕊慰

(5hn) ,"W .":: ;了鴬鋒

渡辺勇次（高萩走ろう会）
幸

中学生男子 鈴木真史(松岡中学校 横山夏樹

大塚緑

樹 （松岡中学校

緑（高萩中学校中学・高校生女子（5帥）
含

オープン女子(5km), 、惑貰 ‘

白河佐保(高萩中学校） 永山由香里（高萩中学校）

三浦由貴子（高萩協同病院 斉藤京子(東京ﾌｴﾗｲﾄ）

小林勝真（田尻小学校）

渡辺裕未（秋山小学校）

内山則雄（ﾅｽｶ商会）

飛鳥（高萩小3年）

一一一一
小学生男子(小4～小6: 1678km)

小学生女子(小4~小6:1678km)
呵虻

高原謙太(秋山小学校）

鐵明日香（高萩小学校）

瀬谷晃輝（秋山小学校）
▲親子の部で優勝した

柴田光彦さん(写真左)と

克人さん

小田木幸（東小学校

飯村孝幸

若菜（秋山小3年）

柴田光彦(原研）

克人（高萩ﾉ
親子（小1～小3とその親:1678hn)

年）

高萩-市民亥-化誌一

7号）好評発売中！［
ー

’
｢ゆすりは｣(第7号）

口規格B5版、 白黒、 216頁。

口特集 「きらめく高萩の先人たち｣、 「高

萩の神社｣。

口価格500円。

＊バックナンバーも販売中！

[第2号］特集「高萩の作家とその作品」ほか

[第5号］特集「高萩と太平洋戦争」ほか

[第6号]特集「高萩における発電の始まり」ほか

(価格は第2･第6号が500円、第5号が700円）

■高萩市文化協会事務局(生涯学習課内)"23-7036

第38回全国中学校スキー大会

に出場［2月5日(月)～8日(木)］
がく じ

岡本岳士さん(松岡中1年:下手綱）

北海道旭川市内のスキー場で開

かれたこの大会では、県代表とし

てスラロームとジャイアントスラ

ロームの2種目に出場。長いス

キー歴を持つ中で、競技は今シー

ズンから始めたばかりとのこと。 「スキーの楽しみは何と

言っても大自然の中を自由に滑ることです。大会では緊張

もあって思うような結果が出ませんでしたが、全国の仲間

と知り合うことができていい思い出ができました。また来

年も出場できるように頑張りたいと思います」と岡本さん。

島名･秋山地区で下水道工事の終わったところ

は、魯錘域鰯健水溌総謹事葱し種く麓奮い。

下水道工事中は、地域のみなさまに大変ご不便をおかけ

しましたが、工事も終わり次の地域で公共下水道が使える

ようになりました。

この地域に家屋を所有している人は、原則として3年以

内に汲み取り便所を水洗便所に改造したり、台所や風呂な

どの雑排水を下水道へ流したりする水洗化工事をしていた

だくことになります。

お早目に下水道指定工事人へ直接申し込んでください。

口平成13年3月31日に供用開始になる地区(下図の網かけの地域）

…:字梶ノ下・字仁田橋・字西ノ内・字東谷地・字
矢津切・字川井谷地・

字経塚・字中坪・字加

久良以・字堂ノ上・字

西ノ下・字坂ノ上・字

富士の各一部

‐咽:字荷田槁・字
アラヤ・字西アラヤの

各一部

■日立・高萩・十王広域

下水道組合

窓32-5596

『
‐
）

同關
りません

鍵鍵鍵’
保険料の納め忘れはあ か？

平成12年度も残すところ1ケ月余りとなりました。み

なさんは、国民年金保険料の納め忘れはありませんか？

忙しさの余りついうっかりして納めるのを忘れたり、面

倒だといってそのままにしている人が見られます。

保険料は、未納期間が2年を過ぎると時効になって納

められなくなります。その結果、将来、年金を受けよう

とするときに満額の年金を受けられなくなってしまった

り、未納中に|潭害年金に該当するような状態になっても

年金を受けることができなくなってしまいます。

「口座振替」を利用すると、納め忘れを防ぐことがで

きます。 「口座振替」の手続きは、市役所の国民年金係

か金融機関で簡単にできますのでぜひご利用ください。

なお､市発行の納付書によ

付は、 4月27日(金)までで

で､なるべく早めに納めてく

い。

る納

す~の

ださ
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20周年記念県北交流カラオケ大会第1回いばらきフォトコンテストヨーガクラブの会員を募集

兼第2回茨城県’ランブリ大会の惟品を募集惨日時毎月第1 ． 3木曜日の午前9時

30分～11時。

し場所市民センター。

し講師大月仁子さん。

参会費 1 ,500円／月。

◆外川潤子さん 523-5880

田村きく江さん密23-4545

惨日時4月1日(日)。＊午前9時開演。

シ場所文化会館。＊入場無料。

け審査員とゲスト岬ゆうこ、きたこみ

ね、石井康一、渚隆一ほか8名のゲス

ト出演されるみなさんが審査員です。

◆高萩市カラオケ愛好会代表

木田恒夫さん恋23-0764

レテーマいばらきの魅力ある姿（例／

景観・史跡・文化財・観光施設。伝統

芸能・祭事など）

惨規格カラープリント四つ切り。

似申込5月31日(木)までに県広報広

聴課へ郵送。

◆茨城県知事公室広報広聴課（〒310-8555

水戸市笠原町978-6)5029-301-2128
『お琴』講習会の参加者を募集

し練習日 4月7日、 14日、 21日、 28

日の土曜日と5月の土曜日2日間(計

6回)。時間は午後1時30分～3時。

惨場所松岡地区公民館。

し内容期間内に1曲弾けるように練習

し、合奏を行います。

し対象者小学生から高齢者まで、お琴

に興味のある人ならどなた~でも･ ･ ･･

修受講料無料。

伝募集人員先着20人。

◆鈴木茎弥端(裕子)さん冠22-3065

高蔽市長杯争奪戦第1回町内，職場

団体対抗ゴﾙﾌ大会の参加者を募集

0

茨城県立永戸南高等学校

通信制課程の生徒を募集

し願書受付期間3月7日(水)～3月27

日(火)の午前9時～午後5時。

＊10日と24日の土曜日と日曜日､祝日は除く。

少提出害類直接本校に提出。＊願書は

直接来校するか、郵便番号、住所、氏

名、電話番号及び「通信制一般入学書

類請求」 と明記した用紙と切手160円

分を同封して申し込んでください。

◆茨城県立水戸南高等学校(通信制) (〒310-

0804水戸市白梅2-10-10)B029-247-4284

惨期日 3月20B(火)*春分の日。

レスタート アウト･イン:午前8時31分。

少場所サンライズカントリークラブ。

惨チーム編成 1チーム4人。

似参加費等(1人あたり） 参加費3,000円､プ

レー費1 1 1000円（昼食代を含む)。

惨競技内容団体戦と個人戦。

◆サンライズカントリークラブ毎32-51 1 1

ー

自動車の登録手続きは確実に！
外国人のための日本謡陸｢りんごの会」

一期（4-7月）の生徒を募集

し日時 ［昼の部］第1 ・第3金曜日の

午前10時～正午。

［夜の部］第1 ・第3木曜日の午後7

時～9時。

修場所市民センター。

惨会費無料。＊資料代として1 ,000円。

◆黒澤みのりさん召24-3017

自動車を下取りに出したり、解体して

乗っていないにもかかわらず納税通知書

が届いたりしたことはありませんか。自

動車を他人に讓ったり使わなくなった場

合や住所を変更した時には、忘れずに陸

運支局で登録手続きを行ってください。

◆自動車の登録:関東運輸局茨城陸運支局

召029－247－5118

◆自動車税:高萩県税事務所恋22-2586

ｷﾘｽﾄ教聖児幼稚園の園児を募集

当園では、平成12年度から満3歳児の

入園ができるようになりました。

入園ご希望の人は、随時受付していま

すので当園までお申し込みください。

◆学校法人茨城キリスト教学園キリスト

教聖児幼稚園召22-3012

ー

日立市 日立さくらまつり
□とき 4月1日（日）～8日（日）。

□ところ平和通り、かみね公園ほか。
ふうり咽うぶつ

口催し物 ［平和通り会場］日立風流物、日立さ
だ lノ

さら、みこしパレード､山車巡行､さくら娘に

よる花の種プレゼントほか。

［かみね公園会場]スプリングフェスティバルほか。

［さくらサミット|N日立]4月7日(土） 日立シビックセンター

［さくらロードレース］ 4月8日（日）。

＊さくらまつりフォトコンテストもあります。

◇日立市役所観光課恋0294-22-3111

※社会福祉協議会へ

◇㈱サンユーストアー

◇藤田道信さん（有明町）

◇市役所市民課窓口募金箱
◇平川琢浩さん（下手綱）

◇北手良夫さん（島名）

◇Aコープ高萩店お客様一同

◇冨岡とみ子さん(下手綱）

◇(故)吉久保周平さん(島名）
◇大高一洋さん（安良| | |）

※図薑寄贈
◇木村哲さん(安良111)円

円
円
円
円
円
円
円
円

７
０
６
１
０
６
０
０
０

６
０
３
４
０
４
０
０
０

０
０
４
９
０
３
０
０
０

４
０
１
０
２
０
０
０

４
０
０
０
０
０

１

１
２
１
１

言東海村 第'3回東海さくらまつり
※福祉事務所へ

◇朝日生命高萩営業所

所長林谷一男さん

…車椅子寄贈

（1台）

咲き誇る200本の桜と、夜にはあんどんやぼんぼりによ

るライトアップ（日没から午後9時まで）も楽しめます。

□とき 4月1日（日）～4月20日(金)。

□ところ阿漕ケ浦公園(JR東海駅からバスで15分、国

道245号沿い)。

◇東海村観光協会B029-282-1711 （内線1440）
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’
も作

(水）

をつなぐ子らの

日(士)～5日（月）

…感 識

「子ども作品展」 には、市内の保育

所や幼稚園、小中学校、北茨城養護学

校の子どもたちの絵画や言、工作など

約1,250点が展示されました。アイデ

ィアいっぱいの工作などをみなさんは

熱心に見学していました。

また、 「手をつなぐ、子らの作品展」

では、市と十王町の小・中学校の少数

学級、北茨城養護学校の子どもたちの

絵画や言、俳句など約130点を展示。

牛乳パックと千代紙で作った小物入れ

などカラフルな作品が並べられました。

‘

園 灘蕊議灘蕊識議蕊織蕊蕊' 2月22日(木) ｜号

2月15日謬癖蕊蕊議粥雛臓灘雛醗鰯漏畷誘繍

被爆かきの木2世の成長

を見守る

被爆かきの木2世の植樹

がきっかけで始まったこの

行事も今年で6回目。今回

は、子どもたち手作りの紙

芝居が披露されました。

｢カッキー」 「ノッキー」 と

名付けられた2本のかきの

木は、同校の平和のシンボ

ル。会場の体育館には、平

和へのメッセージが書き込

まれた子どもたちの折り鶴

が一同に集められ、平和を

願いました。

優勝をめざして楽しくパチンコ

園生の「パチンコがしたい」 という声に応えて始まった

この大会も今年で6回目。パーラー大地Ⅱを会場に44人の

園生がパチンコを楽しみました。車椅子でも利用できるよ

うにと会場も準備され、専門学校の実習生などといっしょ

に優勝をめざし熱戦が繰り広げられました、

ー

受
溌

爵

ー流行の演歌などを披露

今回の訪問には，会員のみなさ

ん10人が参加。歌や舞踏を披露

し、松籟荘に入所するみなさんと

楽しい一時を過ごしました。松籟

荘のみなさんからは、 さかんに拍

手が贈られていました。

H

鵬
鯛
剛
鯏
測
線
鰹
鵠

初
め
て
の
本
格
的
な
野
鳥
観
察
。

畑
に
は
ツ
グ
ミ
や
ム
ク
ド
リ
、
ス
ズ

メ
な
ど
が
い
ま
し
た
。
望
遠
鏡
か
ら

み
る
烏
の
表
情
は
と
て
も
可
愛
ら
し

く
、
普
段
見
ら
れ
な
い
烏
の
細
か
な

仕
種
を
楽
し
み
ま
し
た
。
幸
運
な
こ

と
に
私
も
カ
ラ
ム
ク
ド
リ
を
確
認
。

気
が
つ
か
な
い
だ
け
で
、
私
た
ち
の

周
り
に
は
様
々
な
種
類
の
烏
た
ち
が

生
き
て
い
る
も
の
で
す
。
固
】
図

家
電
製
品
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
こ

の
言
葉
が
よ
り
現
実
的
な
姿
と
な
っ

て
見
え
て
き
ま
す
。
家
電
製
品
を
作

っ
た
会
社
、
売
っ
た
お
店
、
そ
し
て

使
っ
た
人
そ
れ
ぞ
れ
に
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
役
割
と
責
任
を
示
し
た
こ
の
法

律
。
循
環
型
社
会
へ
向
け
た
こ
の
新

し
い
取
り
組
み
に
は
、
消
費
者
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
閾

i4!
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識瀞
癖
画
毒

癖
画
毒

日時： 3月8日（木） ・ 22日（木）

午後1時～3時/場所：市民相

談室/相談員：鈴木清相談員

■秘書課恋23-7320

日時:毎週木曜日の午後1時～

3時/場所：総合福祉センター

＊相談の内容により弁護士相談

を受けることができます6

■社会福祉協議会画23-8341

琴

の具体的な被害例を寸劇で披露した

り､悪徳商法の被害に遭った場合の対

応の仕方を紹介｡出席した3年生のみ

なさんは､悪徳商法にだまされないよ

う､熱心に聞いていました。

妙

驫
鐙

蕊’ 麺
日時： 3月30B(金)午前9時～

正午/場所：北茨城市心身障害者

福祉センター

■福祉事務所恋23-7030

磨出

ー

溌識
i豆まきで交通事故を追放

； 文化会館を会場に高萩地区交通

;安全協会高萩支部などが主催した

; この大会には、約1,000人のみな

#さんが参加。市長をはじめ高萩警

;察署長など交通関係者のみなさん

:が豆をまき始めると客席に赤鬼・

；胄鬼が現れ、子どもたちはおおは

;しやぎ。交通事故追放を願ってた

； くさんの豆が会場にまかれました。

部約
支、

萩は
高に

〈云今云

協大
全の

安こ
’

蕊

|精神保健相談(予約制）
日時： 3月21日・28日(*)“月4

日・ 11日の水曜日。午後1時～

2時/場所：日立保健所（＊)の

場所は高萩市総合福祉センター

■日立保健所行0294-22-4188

勘

灘 蕊

斑

鴬

篭
密』

蕊
殿殿

■中央交通事故相談所

BO29-225-2490

零

f霧

I|教育･子育て電話相談
子どものしつけ、学習、交友・

家族関係などの相談。

■水戸生涯学習ｾﾝﾀｰ罰29-225-7830

報

犯罪や非行について情報交換

中央公民館を会場に開かれたこ

の協議会には、保護司会や更生保

護婦人会のみなさんなど100人が

参加。 “地域住民の積極的参加を

求めて”をテーマに、犯罪や非行

のない明るい社会づくりにむけた

意見交換と事例発表がありました。

また、未成年者の喫煙問題につい

ても話し合いが行われました。

tｲ躍闘係考違悠協議会 ー

■消費生活相談

■県消費生活センター

"029－225-6445 ""*
､‘ .． 《､鶴､ 蟹'誕織･;‘ ‘ ． ． －‘
, : : 増､.＊､ , ､

、､､､ ･ イく‘､~， '. ： 患､. ．.’
､ 蔦

一"､霜: 浄擬篭蝿捧唖:

…狂｡~￥

Ｉ
⑳■県貸金業協会

"029－225－4436
§

’飲用井戸水の水質検査容器回収

3月13日（火） ：

午後1時～2時/市役所玄関ホール

15日(木）

果物の炭焼きも体験

自然生産活動に取り組んでいる

同校の「炭焼き」活動も今年度3

回目。 1月に窯入れした原木が炭

になっているのを確認し、 ‘|貰れた

手つきで炭を取り出しました。 ま

た、果物などの炭づく りを体験

し、生徒のみなさんは炭の出来具

合を丹念に調べていました。

鰯トイレの汲み取りの

＠月…18日(日)､20日(火）
26日（月）

④月･"1日(日)､8日(日）
15日(日）

､25日(日)、

､9日(月)、

●花貫クリーンセンタ

B22－4318
ノ

_ノ
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蕊蕊
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みつまさ

鴬
，患

木本光将さん(8歳:石滝)とお母さんの久美子さん

鱗
洞息ママ

§
卿

灘
》

側

喝

吋

噸

“

綴

‐

哨

唖

王

宅

町

作

凸

ｒ

自宅の庭で遊ぶお母さんと光将さん(写芝)、光祐

さん(同峡)、光司郎さん旧右)。

S

垂

瀧
灘
蛎
継
蓉
尚
冒
電
吊
昌
９
鼎

９

も

プ

肌寒い海風が吹く2月の高戸小浜海岸。透
みなも

き通る青空を映して水面が紺碧に輝きます。

この海で育つ天然わかめは、肉厚で歯応えの

ある絶品。 5月になるとわかめ漁が解禁。高

戸の春は、海からやってきます。

§
堂

篝譲

鷲

副
職
識
霞
剖
皿

舂待つ海
鱒

蕊
瀞
巌
；
恩
ｒ
》

“
■
議
紬
蕊

囹圃圖圀園圏園函回目：
’

識

j
午前9時～午後4時

4月の日躍当番医です。
病院･医院名(所在地） 電話

一寺…＝－－－ － …

石医院（東本町） （23)1711

滝川医院（舂日町） （23)3100

十王医院（十王町） （32)3266

松岡クリニック（下手綱） （22)1000

たぽたクリニック（高戸） （20)5511

高萩それいゆ病院（上手綱） （24)0770
．－－一号

比=曇
園児と児菫がいっしょに給食

二
月
二
○
日
㈹
、
秋
山
小
学
校

で
は
秋
山
幼
稚
園
の
年
長
組
の
園

児
五
六
人
を
迎
え
て
、
給
食
交
流

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
校
を
訪

れ
た
園
児
た
ち
は
、
一
・
二
年
生
の

五
つ
の
学
級
に
分
か
れ
て
教
室
に

入
り
、
用
意
さ
れ
た
給
食
を
い
っ

し
ょ
に
食
べ
ま
し
た
。
こ
の
日
の

献
立
は
、
パ
ン
や
牛
乳
の
ほ
か
ハ

ム
フ
ラ
イ
、
お
し
る
こ
な
ど
。
園
児

の
み
な
さ
ん
は
、
少
し
早
い
小
学

生
気
分
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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